
 

申 請 事 業 名  デジタル簡易無線機配備事業 【 № １ 】 

申 請 団 体  新磯地区連合自主防災隊 

事 業 目 的 等 
デジタル簡易無線機の配備を拡充することにより、災害時における地区内の通信

体制を強化する。 

交 付 決 定 日 平成３０年 ７月３１日 

交 付 決 定 金 額 195,000 円 （全体事業費 281,800 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 
○地区内における被災状況や避難所開設情報などをきめ細かく、より迅速かつ確実
に受発信が行えるように、デジタル簡易無線機の配備を拡充し、訓練を実施した。 

※新規導入３台について、地区防災専門員へ配備した。 
○新磯地区総合防災訓練において、全一時避難場所と新磯地区災害対策本部との間
で情報伝達訓練を、また、各地区において防災訓練以外の自治会活動等における

独自の通信訓練を実施した。 
 
◆事業成果◆ 

〇情報をきめ細かく、迅速かつ確実に受発信を行う体制を整えることができた。 
 
◆自己評価◆ 

〇一時避難場所と新磯地区災害対策本部との間での情報伝達訓練の実施により、通
信担当者、個々の意識向上を図る機会となった。 

〇今後も定期的に操作訓練を実施していく必要性を感じた。 

市 評 価 
○当事業は、発災時等における情報伝達をきめ細かく、迅速かつ確実に受発信を行

う体制を整えるとともに、連合自主防災隊及び単位自主防災隊の情報収集、伝達
活動の意識向上を図ることができ、充分な実績が確認できた。 

備 考  
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申 請 事 業 名  新磯かかしまつり 【 № ２ 】 

申 請 団 体  新磯かかし祭実行委員会 

事 業 目 的 等 

新磯地区ならではの山や田の景観の美しさを再発見し、世代を超えた地域の交流

を広げていくため、地域の田園風景を彩る「新磯かかしまつり」を開催し、身近な

材料を使ったかかしの製作、展示や交流イベント等を通じて、幅広い世代が地域で

活躍出来る機会を創出するとともに地域活動に参加しやすい環境づくりを進める。 

交 付 決 定 日 平成３０年 ８月 １日 

交 付 決 定 金 額 100,000 円 （全体事業費 316,917 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 
（１）かかしの製作・取り付け 

・参加者による「かかし」の製作及び取り付け作業（かかし出展数２９体） 
（２）かかしの展示 
・展示期間：８月２６日（日）～９月９日（日） 

・場所：れんげの里あらいそ裏手の田んぼ 
（３）交流イベントの実施 
・日時：９月９日（日）午前１０時～午後３時 

・場所：新磯公民館 
・主な内容：かかし優秀作品表彰、各種模擬店、イベント（相武台鼓笛隊演奏、

舞踊愛好会の舞踊、相陽中学校科学部の演示実験等） 

（４）期間中の来場者数 約５，０００人 
（５）関係機関・団体等との連携・協力 
・新磯地区自治会連合会協力による地区内周知(地域情報紙・ポスター掲示等） 

◆事業成果◆ 
○身近な材料を使ったかかしの製作、展示や交流イベント等を通じて、地域の幅広
い世代の方に参加いただき、地域住民の交流をより一層広げることができた。 

○地域の田園風景を彩る個性豊かなかかしを、多くの方に鑑賞していただいたこと
で、新磯地区ならではの山や田の景観の美しさを再発見するきっかけづくりに寄
与することができた。 

◆自己評価◆ 
○「新磯かかしまつり」は４回目の開催となり、参加者や協力者等から、今後も続
けてもらいたいという声をいただくなど、一定の成果が得られたと思う。 

○今後は地域住民同士のふれあいや交流の輪を更に広げていけるよう、準備期間を
十分に確保し、組織体制や実施体制等の充実を図りながら、参加者や来場者の増
加につなげていきたい。 

市 評 価 

○本かかしまつりの開催は、新磯地区の新たなイベントとして、幅広い世代が地域

で活躍出来る機会の創出や、地域活動に参加しやすい環境づくりに積極的に取り
組まれており、まちづくり会議で議論がなされた「コミュニティ豊かな地域づく
り」や「地域活動の担い手づくり」に向けた地域課題の解決の一助につながって

いる。 
○次年度以降の開催にあたり、より一層充実したイベントとなるよう、かかし展示
と式典・交流イベントとの一体感を持たせる会場づくりを再検討するとともに、

費用対効果を熟考したイベント運営内容や事業に要する経費の精査並びに自己資
金の確保等に努めることを期待する。 

備 考  

 



申 請 事 業 名  自治会加入促進事業 【 № ３ 】 

申 請 団 体  新磯地区自治会連合会 

事 業 目 的 等 
自治会活動の活性化を図ることにより、住民の地域への関心を高め、地域におけ

る人と人とのつながりを強化し、地域コミュニティの活力向上につなげる。 

交 付 決 定 日 平成３０年 ８月２４日 

交 付 決 定 金 額 600,000 円 （全体事業費 600,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 

○共助意識を醸成するとともに自治会加入を呼びかけるためのツールとして、「災害

時安否確認タオル」４，０００枚を作成し、未加入世帯を臨戸訪問した。 

また、９月２日の地区総合防災訓練において、同タオルを活用した安否確認訓練

を実施した。 

 

◆事業成果◆ 

○自治会加入促進キャンペーン期間などを中心に、適時、自治会加入促進活動を行

うことができた。 

 

◆自己評価◆ 

○大規模災害発生時の安否確認は、自治会のひとつの活動となっており、この活動

を広くＰＲすることで、共助意識を醸成するとともに自治会加入を呼びかけるた

めのツールとして効果的であると思われる。 

市 評 価 
○地道な活動により自治会加入率の低下を防ぐとともに、加入世帯の増加につなが

ることを期待する。 

備 考  

 
 
 
 



申 請 事 業 名  地区内イベント実施に伴う自治会加入促進事業 【 № ４ 】 

申 請 団 体  新磯地区自治会連合会 

事 業 目 的 等 

自治会活動の活性化を図ることにより、住民の地域への関心を高め、地域におけ

る人と人とのつながりを強化し、地域コミュニティの活力向上につなげる。 

地区内他団体との連携により、地区の一体感を醸成する。 

交 付 決 定 日 平成３０年１２月２７日 

交 付 決 定 金 額 360,000 円 （全体事業費 360,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 

地区内イベント開催時に自治会活動の周知並びに自治会加入啓発物品を配布した。 

【地区内イベント（主催者）】 

１月 新春 新磯を友情と絆で走ろう会（同実行委員会） 

２月 新磯の魅力発見講座（新磯公民館） 

３月 新磯公民館まつり（新磯公民館）、新磯桜まつり（同実行委員会） 

【啓発用物品】 

法被（１０枚）、グッズ（エコバッグ１，０００個） 

※地区連合自治会の名入り 

 

◆事業成果◆ 

○地区内イベント開催時に自治会加入啓発物品を配布し、自治会活動の周知並びに

自治会加入を促進することが出来た。 

 

◆自己評価◆ 

○初めて地区内イベント開催時に自治会加入の促進を図るとともに、新磯公民館や

新磯観光協会等、地区内他団体との連携により、地区の一体感を醸成することも

できた。 

市 評 価 

○新磯公民館や新磯観光協会等、地区内他団体との連携により、地区の一体感を醸

成する取り組みにもつながっている。 

○地道な活動により自治会加入率の低下を防ぐとともに、加入世帯の増加につなが

ることを期待する。 

備 考  

 



 

申 請 事 業 名  相模原市磯部民俗資料館の活用促進事業 【 № ５ 】 

申 請 団 体  相模原市磯部民俗資料保存会 

事 業 目 的 等 

施設等のパンフレットを活用し、地元新磯小学校や相陽中学校をはじめとした児

童生徒に対する学習効果を高めること、地域における文化の保存及び継承の担い手

を育成すること、市内の公共施設等にパンフレットを設置して区内交流や市内交流

の活性化を図ることを大きな目的とする。 

交 付 決 定 日 平成３０年１２月２８日 

交 付 決 定 金 額 260,000 円 （全体事業費 260,344 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 

・パンフレットの作成（１０，０００部） 

・児童生徒への学習教材としての活用（随時） 

・相模川帆かけ舟実演会、大凧センターや新磯桜まつり会場等での民俗資料展示で

活用（随時） 

・新磯まちづくりセンター等の市内施設での配架による活用（随時） 

・相模原市磯部民俗資料館利用者へ配布 

 

◆事業成果◆ 

○恒例的に学習支援を行っている新磯小学校から写真等の提供も受けながら内容を

つくることができ、今後の指導環境も向上した。 

 

◆自己評価◆ 

○新磯まちづくりセンターや小中学校、新磯桜まつりでの民俗資料展示時のパンフ

レット配布により、歴史・文化の継承と観光資源による地域の活性化に寄与でき

ると感じている。 

市 評 価 

○これまでのまちづくり会議で議論がなされた「地域コミュニティの活性化」や「歴

史・文化の継承と観光資源による地域の活性化」等の地域課題の解決の一助につ

ながる活動になっている。 

○より多くの住民が地域の伝統・文化に関心を持ち、様々な地域活動に積極的に参

加できるきっかけづくりになっている。 

備 考  

 


